
織
田
作
之
助
「
六
白
金
星
」
の
執
筆
に
関
す
る
考
察

三
三

織
田
作
之
助
「
六
白
金
星
」
の
執
筆
に
関
す
る
考
察

―
『
文
藝
』
版
草
稿
断
簡
の
検
討
を
中
心
と
し
て
―

増　

田　

周　

子

は
じ
め
に

　

織
田
作
之
助
は
、
大
正
二
年
十
月
二
十
六
日
に
、
大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉

町
に
生
ま
れ
、
平
成
二
十
五
年
十
月
に
、
生
誕
百
年
を
迎
え
る
。
太
宰
治
、

坂
口
安
吾
、
檀
一
雄
ら
と
共
に
、
無
頼
派
と
呼
ば
れ
、
主
に
、
戦
中
・
戦
後

の
苦
難
の
時
代
に
活
躍
し
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
に
創
立
し
た
織
田
作
之
助
賞
も
今
年
で
三
十
回
目
と
な
り
、

近
年
で
は
石
井
し
ん
じ
氏
、
津
村
記
久
子
氏
、
金
原
ひ
と
み
氏
ら
が
受
章
さ

れ
て
い
る
。
現
在
で
も
関
西
を
中
心
と
し
て
幅
広
い
世
代
に
人
気
を
博
し
、

織
田
の
名
声
は
衰
え
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

　

さ
て
、
織
田
作
之
助
に
と
っ
て
こ
の
記
念
す
べ
き
生
誕
百
年
の
平
成
二
十

五
年
に
、
氏
の
文
学
や
活
動
の
功
績
を
顕
彰
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
こ

う
と
、
織
田
作
之
助
生
誕
百
年
記
念
推
進
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、
委
員
長

難
波
利
三
氏
他
三
十
名
が
集
結
し
た
。
本
稿
執
筆
者
で
あ
る
増
田
も
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
あ
る
が
、
記
念
推
進
の
一
事
業
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
九
月

二
十
五
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
、
大
阪
歴
史
博
物
館
で
「
織
田
作
之
助
と

大
大
阪
展
」
が
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
報
告
す
る
織
田
作
之
助
「
六
白
金
星
」
の
『
文
藝
』
版
草
稿
断
簡
は
、

織
田
作
之
助
生
誕
百
年
記
念
推
進
準
備
委
員
会
が
、
織
田
作
之
助
の
資
料
を

集
め
る
中
で
、
平
成
二
十
五
年
九
月
に
、
織
田
禎
子
氏
の
所
蔵
す
る
織
田
作

之
助
の
遺
品
か
ら
み
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
く
発
見
さ
れ
た
『
文
藝
』

版
「
六
白
金
星
」
の
草
稿
断
簡
は
、
全
部
で
、「
蝸
牛
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
枚
と
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
半
分
に
割
っ
て

使
用
し
た
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
、
新
資
料

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
『
文
藝
』
版
草

稿
も
検
討
に
加
え
、
そ
こ
か
ら
わ
か
る
点
を
簡
単
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
、
拙
編
著
『
織
田
作
之
助
と
大
阪
』（
平
成
二
十
五
年
三
月
三



三
四

十
一
日
、
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
セ
ン
タ
ー
発
行
）
の
論
考
を
補
完
す
る

意
味
を
持
つ
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
読
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、「
六
白
金
星
」
の
作
品
発
表
経
緯

　

今
回
発
見
さ
れ
た
「
六
白
金
星
」
の
『
文
藝
』
版
草
稿
を
説
明
す
る
前
に
、

「
六
白
金
星
」
発
表
の
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
現
在
、

『
織
田
作
之
助
全
集
』
等
に
収
録
さ
れ
、
広
く
流
布
し
て
い
る
「
六
白
金
星
」

は
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
号
の
雑
誌
『
新
生
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
織
田
作
之
助
が
「
あ
と
が
き
」
で
、「『
六
白
金
星
』
と
い
ふ
題
で
、

同
じ
や
う
な
材
料
を
、
私
は
昭
和
十
五
年
に
書
い
た
が
、
当
時
発
表
を
許
さ

れ
な
か
つ
た
。『
新
生
』
に
載
せ
た
の
は
、
べ
つ
に
新
し
く
書
き
直
し
た
も

の）
1
（

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
昭
和
十
五
年
に
、「
六
白
金
星
」
を
既
に
発
表
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
、
昭
和
十

五
年
に
は
、「
六
白
金
星
」
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
昭
和
十
五
年

に
、
織
田
が
「
六
白
金
星
」
を
発
表
す
る
予
定
だ
っ
た
雑
誌
は
、『
文
藝
』
で

あ
っ
た
。
昭
和
十
五
年
八
月
二
十
四
日
付
の
書
簡
で
、
友
人
で
あ
る
杉
山
平

一
に
織
田
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

『
文
藝
』
の
オ
ー
ル
創
作
号
に
の
る
筈
だ
っ
た
が
、
削
除
さ
れ
た
。（
同

誌
の
ノ
ン
ブ
ル
が
飛
ん
で
い
る
の
は
そ
こ
に
ぼ
く
の
が
あ
っ
た
わ
け
）

検
閲
の
点
で
今
ま
で
の
行
方
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
、
い
ま
新
年
を

考
え
て
い
る
。

　

実
際
に
『
文
藝
』
を
確
認
し
て
み
る
と
、
昭
和
十
五
年
九
月
号
は
、
織
田

が
杉
山
に
語
る
よ
う
に
、「
ノ
ン
ブ
ル
」
が
飛
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。
雑
誌

は
、
百
三
十
〜
百
六
十
一
頁
が
、
欠
損
し
た
形
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
徳
永

直
の
「
東
京
の
片
隅
」
と
い
う
連
載
小
説
の
最
終
回
が
百
二
頁
〜
百
二
十
九

頁
に
掲
載
さ
れ
た
あ
と
、
織
田
作
之
助
の
「
六
白
金
星
」
は
、
百
三
十
〜
百

六
十
一
頁
に
載
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
の
頁
に
載
せ
ら
れ
た
作
品
は
な

く
、
百
六
十
二
頁
か
ら
林
芙
美
子
の
小
説
「
習
作
」
が
続
い
て
い
る
。
つ
ま

り
、
一
部
が
切
り
取
ら
れ
た
形
で
、
昭
和
十
五
年
九
月
号
の
『
文
藝
』
は
発

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
体
裁
が
悪
い
が
、
雑
誌
発

刊
直
前
に
載
せ
な
い
こ
と
を
決
定
し
て
印
刷
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
織
田
の

言
う
よ
う
に
、
当
時
の
検
閲
事
情
が
関
連
し
、
出
版
社
の
都
合
で
、
掲
載
を

見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
六
白
金
星
」
は
、
昭

和
十
五
年
『
文
藝
』
版
と
、
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
『
新
生
』
版
の
二
種
類

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
前
記
『
織
田
作
之
助
と
大
阪
』
の
中
で
も
、
当
時

の
検
閲
事
情
に
つ
い
て
触
れ
て
お
い
た
が
、「
昭
和
二
年
の
四
月
か
ら
昭
和
九

年
の
四
月
ま
で
」『
改
造
』
の
編
集
を
お
こ
な
い
、
昭
和
八
年
十
一
月
発
行
の

改
造
社
『
文
藝
』
創
刊
ま
も
な
く
の
頃
に
「
編
集
に
半
年
余
り
携
は
つ
た
」

上
林
暁
が
、
後
に
編
集
者
時
代
の
こ
と
を
回
想
し
た
「
編
集
者
今
昔
」
の
中

で
、
検
閲
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

今
に
な
つ
て
思
つ
て
も
、「
改
造
」
が
発
売
禁
止
に
な
つ
た
時
の
こ
と

を
考
へ
る
と
、
悪
夢
の
如
き
感
じ
が
す
る
。
内
務
省
検
閲
課
か
ら
の
発
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禁
の
通
達
で
、
社
全
体
が
忽
ち
暗
黒
の
空
気
に
包
ま
れ
た
。
慌
々
し
く

内
務
省
へ
切
取
頒
布
を
願
ひ
に
行
く
も
の
も
あ
れ
ば
、
取
次
店
へ
電
話

を
か
け
る
も
の
も
あ
る
。
社
長
を
初
め
、
編
集
部
員
も
営
業
部
員
も
、

皆
沈
鬱
な
顔
を
し
て
ゐ
た
。
社
の
浮
沈
に
も
関
す
る
ほ
ど
の
出
来
事
な

の
で
、
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
、
最
も
辛
い
立
場
に
あ
つ
た
の

は
、
我
々
編
集
部
員
で
あ
り
、
更
に
編
集
主
任
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

実
際
、
発
禁
は
怖
か
つ
た
。
雑
誌
が
校
了
に
な
つ
て
も
、
検
閲
が
無

事
通
る
ま
で
は
、
安
き
思
ひ
も
し
な
か
つ
た
。
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
つ
て

も
、
発
禁
の
通
達
で
は
な
い
か
と
驚
い
た
。
だ
か
ら
僕
た
ち
編
集
者
は
、

原
稿
の
扱
ひ
方
に
は
、
慎
重
に
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
一

度
び
失
敗
す
る
と
、
当
局
の
忌
諱
に
触
れ
、
社
に
は
大
損
害
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
危
い
と
思
は
れ
る
個
所
に
は
伏
字

を
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
一
通
り
の
苦
労
で
は
な
か
つ
た
。
執
筆
者
が

心
血
を
注
い
だ
原
稿
が
、
さ
う
矢
鱈
に
消
せ
る
も
の
で
は
な
い）

2
（

。

　

戦
前
の
検
閲
は
、
全
て
内
務
省
が
行
っ
て
お
り
、
安
寧
に
関
わ
る
も
の
と

風
俗
に
関
わ
る
も
の
が
処
分
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
検
閲
状
況
は
厳
し
く
、

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
編
集
者
を
は
じ
め
出
版
社
全
体
が
、
発
禁
の
通
達
に

常
に
怯
え
て
い
た
よ
う
だ
。
昭
和
初
期
に
は
、
発
禁
処
分
を
防
ぐ
た
め
、
伏

字
を
施
し
た
り
し
て
対
処
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
編
集
者
や
出
版
社
の
神
経

を
悩
ま
し
続
け
て
い
た
。
昭
和
十
三
年
に
制
定
さ
れ
た
国
家
総
動
員
法
が
施

行
さ
れ
た
後
は
、
ま
す
ま
す
言
論
統
制
が
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
十

五
年
に
書
か
れ
た
「
六
白
金
星
」
は
、
内
容
か
ら
見
て
も
、
安
寧
秩
序
に
触

れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
風
俗
壊
乱
に
触
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
判

断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
戦
時
下
の
検
閲
の
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
、
改
造

社
『
文
藝
』
は
、「
六
白
金
星
」
の
掲
載
に
慎
重
に
な
り
、
結
局
、
掲
載
は
見

送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
章
以
降
は
、
昭
和
十
五
年
に
『
文
藝
』
に
発
表
し
よ
う
と
し
て

い
た
も
の
を
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」、
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
『
新
生
』

に
発
表
し
た
も
の
を
『
新
生
』
版
「
六
白
金
星
」
と
、
仮
に
呼
称
し
て
論
を

進
め
て
い
き
た
い
。

二
、 

草
稿
「
蝸
牛
」
な
ら
び
に
三
枚
の
『
文
藝
』
版
「
六
白
金

星
」
草
稿
断
簡

　

草
稿
の
検
討
に
入
る
前
に
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
と
『
新
生
』
版

「
六
白
金
星
」
の
違
い
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

平
成
二
十
三
年
に
、
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、「
六
白

金
星
」
の
『
文
藝
』
版
原
稿
を
独
自
に
入
手
し
た
。
こ
れ
は
、
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
三
十
六
枚
で
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
前
半
部
分
で
、
作
品
全

体
の
半
分
程
度
の
原
稿
で
あ
る
。
こ
の
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
原
稿

は
、
冒
頭
を
見
れ
ば
わ
か
る
が
、
朱
書
き
で
『
文
藝
』
九
月
号
と
書
か
れ
、

間
違
い
な
く
、
改
造
社
『
文
藝
』
の
編
集
者
が
赤
字
を
入
れ
た
ゲ
ラ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
掲
載
前
提
の
原
稿
で
あ
っ
た
。
本
原
稿
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
伊



三
六

勢
丹
デ
パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
三
人
展
」
で
展
示
さ
れ
た
形
跡
は
あ
る
も

の
の）

3
（

、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
時
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
冒

頭
一
頁
の
み
が
、
画
像
で
紹
介
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三

年
に
古
書
店
が
所
蔵
し
た
時
に
大
き
く
新
聞
報
道
さ
れ
る
に
至
っ
た）

4
（

が
、
い

ず
れ
も
、
深
い
内
容
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
ず
、『
三
人
展
』
図
録
と
同
様
、

冒
頭
の
一
頁
が
画
像
で
載
せ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、『
織
田
作
之
助
と
大
阪
』
で
、『
文
藝
』
版
原
稿
の
全
文

を
画
像
で
公
開
し
、
全
文
翻
刻
を
し
て
、
研
究
を
進
め
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、『
織
田
作
之
助
と
大
阪
』
に
譲
る
と
し
て
、
簡
単
に
、『
新
生
』
版

「
六
白
金
星
」
と
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
内
容
の
違
い
を
説
明
し
て

い
き
た
い
。
た
だ
、
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
『
文
藝
』
版
「
六
白
金

星
」
は
、
前
半
半
分
弱
し
か
存
在
し
な
い
た
め
、
前
半
部
分
の
み
か
ら
わ
か

る
範
囲
の
検
討
で
あ
る
こ
と
は
、
再
度
注
意
し
て
お
く
。

　
『
新
生
』
版
「
六
白
金
星
」
と
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
は
、
ど
ち
ら

も
、
主
要
登
場
人
物
は
同
じ
で
あ
る
。
地
方
の
大
学
病
院
に
勤
め
る
妻
子
あ

る
身
の
医
者
圭
介
は
、
看
護
師
と
し
て
働
く
村
瀬
寿
枝
と
不
倫
関
係
に
な
り
、

長
男
修
一
が
生
ま
れ
る
。
狭
い
土
地
で
噂
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
圭
介
は
、

黙
っ
て
関
西
に
行
き
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
芦
屋
の
医
院
を
開
業
し
て
い
た
。
圭

介
を
追
い
か
け
て
関
西
に
や
っ
て
来
た
寿
枝
に
は
、
香
櫨
園
に
妾
宅
を
構
え

て
や
り
、
二
年
た
つ
と
、
二
男
の
楢
雄
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
兄
修
一
は
、

父
に
似
て
、
眉
毛
が
濃
く
、
ぎ
ょ
ろ
り
と
し
た
眼
を
持
ち
、
楢
雄
は
、
母
に

似
て
眼
が
小
さ
く
斜
視
気
味
で
、
眉
毛
が
薄
か
っ
た
。
ま
た
、
修
一
は
秀
才

だ
が
、
不
良
で
女
た
ら
し
で
、
要
領
の
良
さ
も
備
え
て
い
た
。
一
方
、
楢
雄

は
早
発
性
痴
呆
症
気
味
で
鈍
才
で
あ
っ
た
。『
新
生
』
版
「
六
白
金
星
」
で

は
、
六
白
金
星
の
星
に
生
ま
れ
、
純
粋
で
一
途
な
性
格
で
は
あ
る
も
の
の
、

周
囲
と
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
楢
雄
が
、
正
直
で
善
良
な
雪
江
と
暮
ら
し
、
な
ん

と
か
医
者
に
も
な
り
、
徐
々
に
、
成
功
し
て
い
く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
前
半
部
分
か
ら
だ
け
で
は
、
後
半
の
楢
雄
の

成
功
し
て
い
く
姿
は
確
認
で
き
な
い
が
、『
新
生
』
版
「
六
白
金
星
」
と
は
異

な
る
面
白
さ
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
き
く
異
な
る
点
は
、
数
点
あ
る
。
例
え

ば
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
で
は
、
楢
雄
の
同
級
生
の
黒
ん
坊
と
い
う
少

年
が
登
場
す
る
。
楢
雄
は
黒
ん
坊
か
ら
、「
紐
の
先
に
小ナ

イ
フ刀

を
ぶ
ら
下
げ
て
、

ぶ
る
ん
ぶ
る
ん
ま
は
し
、
怖
つ
て
人
が
寄
り
付
か
ぬ
と
、
こ
ん
ど
は
ひ
よ
い

と
ま
は
し
て
黒
い
鼻
の
上
に
小ナ

イ
フ刀

の
切
先
を
停
め
」
る
ナ
イ
フ
の
曲
芸
を
習

い
、
黒
ん
坊
が
呆
れ
る
ほ
ど
に
こ
の
曲
芸
を
練
習
す
る
と
い
う
描
写
が
あ
る
。

黒
ん
坊
は
、『
新
生
』
版
「
六
白
金
星
」
に
は
全
く
登
場
し
な
い
人
物
で
あ

る
。
さ
ら
に
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
で
は
、
父
が
大
学
生
の
修
一
を
、

夏
休
み
に
白
浜
温
泉
に
キ
ャ
ン
プ
に
や
っ
た
の
に
、
洲
本
に
行
か
せ
て
く
れ

と
頼
ん
で
も
、
行
か
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
た
楢
雄
が
家
出

を
し
、
丸
金
醤
油
の
運
搬
汽
船
の
火
夫
と
な
っ
て
小
豆
島
に
渡
っ
た
り
、
岡

山
で
黒
ん
坊
に
習
っ
た
芸
当
を
や
っ
て
見
せ
て
、
サ
ー
カ
ス
団
に
面
白
が
ら

れ
て
入
団
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
と
、『
新
生
』
版
「
六
白
金
星
」
に
は
存
在

し
な
い
展
開
が
描
か
れ
る
。

　

で
は
、
今
回
発
見
さ
れ
た
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
草
稿
断
簡
を
み
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て
い
こ
う
。
ま
ず
は
、
次
の
一
枚
で
あ
る
。
全
文
翻
刻
を
し
て
み
る
。

　

 

蝸
牛 

織
田
作
之
助　

　

　

わ
け
も
な
く
蠅
が
好
き
だ
つ
た
。
銀
蠅
、
褐あ

か

蠅
、
黒
蠅
、
大で

か

蠅
、
小こ

ま

蠅
、
賢か

し
こ蠅

、
阿
呆
蠅
、
臆こ

は
が
り病

蠅
そ
の
他
勝
手
な
名
を
つ
け
て
喜
ん
で
ゐ

た
。
蠅
を
見
る
と
眼
の
色
を
変
へ
、
そ
こ
ら
中
パ
タ
パ
タ
は
た
き
廻
つ

た
。
一
日
に
何
匹
捕と

る
と
ひ
そ
か
に
決
め
て
あ
る
ら
し
く
、
そ
の
数
に

な
ら
ぬ
内
は
、
日
が
暮
れ
て
も
な
ほ
蠅
た
た
き
を
離
さ
な
か
つ
た
。
夕

闇
の
な
か
で
し
き
り
に
眼
鏡
の
位
置
を
直
す
の
だ
つ
た
。

　

そ
ん
な
楢な

ら

雄
を
見
て
父
親
の
圭
介
は
厳
し
い
叱
言
を
言
つ
た
が
、
聴

か
ぬ
振
り
し
た
。
父
は
土
曜
日
の
晩
来
て
日
曜
の
朝
も
う
見
え
ず
、
た

ま
に
し
か
顔
見
せ
ぬ
代
り
に
、
来
る
た
び
の
叱
言
だ
つ
た
。
馬
鹿
な
真

似
を
せ
ず
、
少
し
は
兄
を
見
な
ら
へ
と
、
奥
歯
を
ぎ
り
ぎ
り
噛
み
軋
り

な
が
ら
言
ひ
、
そ
ん
な
時
兄
の
修

　

こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
最
後
の
「
修
」
に
つ
な
が
る
草
稿
は

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
草
稿
は
「
蝸
牛
」
と
な
っ
て
お
り
、「
六
白
金

星
」
で
は
な
い
。
た
だ
、
冒
頭
に
、
楢
雄
の
蠅
を
愛
で
る
様
子
が
描
か
れ
、

父
の
名
前
も
圭
介
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
間
違
い
な
く
「
六
白
金
星
」
の
下
書

き
で
あ
っ
た
と
断
定
で
き
る
。

　

こ
こ
で
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
冒
頭
を
引
用
し
て
み
た
い
。



三
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理わ

け由
も
な
く
蠅
が
好
き
だ
つ
た
。
銀
蠅
、
褐あ

か

蠅
、
黒
蠅
、
大で

か

蠅
、
小こ

ま

蠅
、
賢か

し
こ蠅

、
阿
呆
蠅
、
臆
病
蠅
、
そ
の
他
勝
手
な
名
を
つ
け
て
喜
ん
で

ゐ
た
。
年
中
蠅
た
た
き
で
そ
こ
ら
ぢ
ゆ
う
パ
タ
パ
タ
や
つ
た
。
日
に
何

匹
捕
る
と
決
め
、
捕
れ
る
迄
は
日
が
暮
れ
て
も
止
め
ず
、
暗
が
り
の
な

か
で
し
き
り
に
眼
鏡
の
位
置
を
直
し
た
。

　

そ
ん
な
楢な

ら

雄
を
見
て
父
親
の
圭
介
は
き
び
し
い
叱こ

言ご
と

を
い
つ
た
が
、

聴
か
ぬ
振
り
し
た
。
父
は
土
曜
日
の
晩
来
て
、
日
曜
の
朝
も
う
見
え
ず
、

た
ま
に
し
か
顔
見
せ
な
か
つ
た
が
、
来
る
た
び
に
叱
言
を
い
つ
た
。
馬

鹿
な
真
似
を
せ
ず
に
勉
強
し
ろ
、
少
し
は
兄
を
見
な
ら
へ
、
奥
歯
を
ぎ

り
ぎ
り
噛
み
軋き

し

り
な
が
ら
父
は
い
ひ
、
そ
ん
な
時
兄
の
修
一
は
わ
ざ
と

ら
し
く
読
本
を
朗
読
し
て
ゐ
た
。

　

非
常
に
「
蝸
牛
」
と
似
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
一
方
『
新
生
』
版

の
冒
頭
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

楢な
ら

雄を

は
生
れ
つ
き
頭
が
悪
く
、
近
眼
で
、
何
を
さ
せ
て
も
鈍ど

ん

臭
い
子

供
だ
つ
た
が
、
た
だ
一
つ
蠅
を
獲と

る
の
が
巧
く
て
、
心
の
寂
し
い
時
は

蠅
を
獲
つ
た
。
蠅
と
い
ふ
奴
は
横
と
上
は
見
え
る
が
、
正
面
は
見
え
ぬ

故
、
真
つ
直
ぐ
手
を
持
つ
て
行
け
ば
い
い
の
だ
と
言
ひ
な
が
ら
、
あ
つ

と
い
ふ
間
に
掌
の
中
へ
一
匹
入
れ
て
し
ま
ふ
と
、
そ
れ
で
心
が
慰
ま
る

ら
し
く
、
ま
た
そ
の
鮮
か
さ
を
ひ
そ
か
に
自
慢
に
し
て
ゐ
る
ら
し
く
、

そ
れ
が
一
層
楢
雄
を
頭
の
悪
い
し
よ
ん
ぼ
り
し
た
子
供
に
見
せ
て
ゐ
た
。

ふ
と
哀
れ
で
、
だ
か
ら
人
が
つ
い
名
人
だ
と
乗
せ
て
や
る
と
、
も
う
わ

れ
を
忘
れ
て
日
が
暮
れ
て
も
蠅
獲
り
を
や
め
よ
う
と
も
せ
ず
、
夕
闇
の

中
で
し
き
り
に
眼
鏡
の
位
置
を
直
し
な
が
ら
そ
こ
ら
中
睨
み
廻
し
、
そ

の
根
気
の
良
さ
は
ふ
と
狂
気
め
い
て
ゐ
た
。

　
「
蝸
牛
」
は
、『
新
生
』
版
の
冒
頭
よ
り
も
、
よ
り
『
文
藝
』
版
「
六
白
金

星
」
の
冒
頭
に
似
て
い
る
。「
蝸
牛
」
を
書
き
直
し
て
、
タ
イ
ト
ル
を
「
六
白

金
星
」
と
し
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の
だ
と
言
え

よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
蝸
牛
」
は
「
六
白
金
星
」
の
原
題
で
あ
っ
た
。

　

織
田
禎
子
氏
の
資
料
か
ら
、
あ
と
三
枚
の
草
稿
断
簡
も
、
み
つ
か
っ
た
。

い
ず
れ
も
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
半
分
に
切
っ
て
使
用
し
た
二
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
三
枚
で
あ
る
。
一
枚
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
一
枚
目
で
あ
る
。
翻
刻
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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三
九

に
停
り
雇
は
れ
た
。

　

舞
台
へ
出
し
て
貰
へ
る
と
思
つ
た
の
に
、
テ
ン
ト
の
前
に
、
備
へ
つ

け
た
客
寄
せ
用
の
オ
ー
ト
バ
イ

　

断
簡
な
の
で
、
ほ
ん
の
少
し
で
あ
る
が
、「
客
寄
せ
用
の
オ
ー
ト
バ
イ
」
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、『
文
藝
』
版
の
「
六
白
金
星
」
の
草
稿
で
あ
る
と
断
言
で

き
る
。
も
う
一
枚
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
部
分
も
翻
刻
し
て
み
た
い
。

船
乗
場
へ
駈
け
つ
く
、
岡
山
へ
渡
つ
た
。

　

あ
て
も
な
く
岡
山
の
町
を
さ
ま
よ
う
て
ゐ
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
も
の

悲
し
い
ラ
ッ
パ
の
音
が
き
こ
え
た
。
曲
は
「
緑
の
江
の
島
」
で
、
町
は

ず
れ
に
サ
ー
カ
ス
が
か
か
つ
て
ゐ
た
の
だ
。
し
ょ
ん
ぼ
り
木
戸
銭
を
は

ら
つ
て
は
い
つ
た
。
オ
ー
ト
バ
イ
の
曲
芸
を
遠
い
も
の
を
見
る
や
う
に

見
て
ゐ
た
が
、
終
つ
て
肉
襦
袢
が
、

　

こ
の
よ
う
に
、
大
変
短
い
草
稿
断
簡
で
あ
る
。「
緑
の
江
の
島
」
と
は
、
明

治
四
十
三
年
一
月
に
逗
子
開
成
中
学
の
生
徒
が
乗
っ
た
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
、

十
二
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
哀
悼
し
て
、
同
年
に
作
詞
：
三
角
錫
子
、
作

曲
：
ガ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
七
里
ケ
浜
の
哀
歌
」（
真
白
き
富
士

の
嶺
）
の
冒
頭
の
歌
詞
の
部
分
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
な
箇
所
を

『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
か
ら
抜
粋
し
て
み
る
。

船
を
降
り
る
と
、
そ
の
足
で
連
絡
船
乗
場
へ
駆
け
つ
け
、
岡
山
へ
渡
つ

た
。
岡
山
の
市ま

ち

外
れ
に
サ
ー
カ
ス
が
掛
つ
て
ゐ
た
の
で
、
は
ひ
つ
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
の
曲
乗
り
に
感
嘆
し
た
り
、
肉
襦
袢
の
少
女
に
う
つ
と
り

し
た
り
し
て
、
こ
れ
は
デ
カ
ダ
ン
趣
味
だ
と
思
つ
た
。
け
れ
ど
も
見
世

物
が
全
部
済
み
、
夜
も
暗
く
落
ち
て
来
る
と
、
さ
す
が
に
し
よ
ん
ぼ
り

気
が
滅
入
つ
た
。
所
持
金
が
一
円
足
ら
ず
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
も
心
細

か
つ
た
。

　

草
稿
断
簡
と
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
町
（
草

稿
断
簡
）
が
市
（『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」）
に
な
る
な
ど
、
一
部
異
な
る

も
の
の
、
か
な
り
酷
似
し
て
い
る
。
一
方
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
新

生
』
版
「
六
白
金
星
」
に
は
、
サ
ー
カ
ス
団
な
ど
は
全
く
登
場
し
な
い
の
で
、



四
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こ
の
草
稿
断
簡
も
、
確
実
に
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
草
稿
断
簡
だ
と

い
え
る
。「
蝸
牛
」
か
ら
、「
六
白
金
星
」
に
変
更
す
る
過
程
で
、
織
田
は
「
緑

の
江
の
島
」
の
「
も
の
悲
し
い
ラ
ッ
パ
の
音
」
が
響
く
曲
を
省
い
た
の
で
あ

っ
た
。
三
枚
目
の
草
稿
断
簡
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

末
の
見
込
の
立
た
ぬ
想
ひ
に
げ
つ
そ
り
し
た
。
冷
飯
に
漬
物
だ
け
の
夕

飯
を
情
け
な
く
た
べ
な
が
ら
、
う
か
う
か
と
こ
ん
な
と
こ
ろ
へ
来
て
し

ま
つ
た
と
、
後
悔
す
る
の
だ
つ
た
。
一
週
間
経
つ
て
ゐ
た
。

　

火
夫
に
な
つ
て
十
日
目
、
無
理
に
博
打
を
や
ら
さ
れ
た
。
断
り
き
れ

ず
び
く
び
く
し
な
が
ら
や
る
と
、

　

こ
の
草
稿
断
簡
も
極
め
て
短
い
も
の
で
あ
る
。
火
夫
に
な
る
く
だ
り
も
、

戦
後
に
書
か
れ
た
『
新
生
』
版
に
は
な
く
『
文
藝
』
版
に
し
か
存
在
し
な
い

た
め
、『
文
藝
』
版
の
草
稿
断
簡
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
事
実
で
あ
る
。『
文

藝
』
版
の
該
当
部
分
を
あ
げ
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

無
理
に
博
奕
を
や
ら
さ
れ
、
所
持
金
を
ま
き
あ
げ
ら
れ
、
お
ま
け
に
船お

や
か
た長

に
五
円
の
借
が
出
来
る
。
夜
、
別
府
航
路
の
綺
麗
な
汽
船
が
沖
合
を
大

阪
の
方
へ
通
つ
て
行
き
、
そ
の
灯
が
悲
し
い
ほ
ど
明
る
か
つ
た
。
冷
飯

に
漬
物
だ
け
の
食
事
を
情
け
な
く
た
べ
な
が
ら
、「
脱
走
」
と
き
め
た
。

　

や
は
り
、
草
稿
と
比
較
し
て
み
る
と
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
完
成

稿
の
方
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
、
四
枚
の
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
草
稿
断
簡
を
紹
介
し
、
簡
単

な
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加
え
て
み
た
。
こ
れ
ら
四
枚
の
草
稿
断
簡
は
、
い
ず
れ

も
山
吹
色
の
既
成
の
原
稿
用
紙
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、「
蝸
牛
」
は
、
原

稿
用
紙
の
製
品
名
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
、
も
と
も
と
記
載
が
な
い

の
か
不
明
だ
が
、
記
載
が
な
く
、
残
り
の
三
枚
も
、
四
百
字
詰
の
原
稿
用
紙

を
半
裁
し
て
使
用
し
て
い
る
た
め
、
ど
こ
の
製
品
の
原
稿
用
紙
な
の
か
は
判

然
と
し
な
い
。
ま
た
、「
蝸
牛
」
は
、
原
稿
用
紙
に
「
一
」
と
記
し
て
あ
り
、

「
蝸
牛
」
と
い
う
題
名
も
か
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冒
頭
部
分
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
残
り
三
枚
の
草
稿
断
簡
が
「
蝸
牛
」
の
後
半
で
あ
る
の

か
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
下
書
き
と
し
て
ま
た
別
に
書
い
た
も
の
な

の
か
も
、
こ
れ
ら
四
枚
の
資
料
だ
け
か
ら
は
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
い
ず
れ
も
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
草
稿
断
簡
で
あ
る
と
い
う
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点
は
共
通
し
て
お
り
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

三
、 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
「
織
田
文
庫
」
所
蔵
『
文
藝
』

版
「
六
白
金
星
」
草
稿

　

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
「
織
田
文
庫
」
に
は
「
六
白
金
星
」
の
草
稿
が

二
十
九
枚
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
今
回
発
見
さ
れ
た
四
枚
の
草
稿
断
簡

と
同
じ
色
の
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
記
し
た
草
稿
が
二
枚
あ
る
。
こ
の
中

之
島
図
書
館
所
蔵
の
原
稿
用
紙
に
は
久
楽
堂
製
の
原
稿
用
紙
で
あ
る
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
山
吹
色
の
久
楽
堂
製
原
稿
用
紙
は
、
昭
和
十
五
年
頃
に

織
田
が
好
ん
で
使
用
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
、
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
、

昭
和
十
五
年
頃
に
書
か
れ
た
例
え
ば
「
大
阪
発
見
」（『
改
造
』
昭
15
・
8
・

1
）
や
「
子
守
歌
」（『
文
藝
』
昭
15
・
10
・
1
）
の
草
稿
に
は
、
使
用
さ
れ

た
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
中
之
島
図
書
館
の
二
枚
の
草
稿
も
『
文
藝
』
版

「
六
白
金
星
」
の
下
書
き
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
は
次
の
二
枚
で
あ

る
。
画
像
と
翻
刻
を
二
枚
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

つ
た
。
思
ひ
掛
け
ず
事
が
涸
れ
て
、
し
か
し
そ
れ
は
却
つ
て
凄
く
聴
え

た
筈
だ
つ
た
が
、
楢
雄
は
、
妾
て
な
ん
や
ね
ん
？　

効
果
を
ね
ら
つ
て

わ
ざ
と
黄
昏
ど
き
の
海
岸
を
選
ん
だ
修
一
は
拍
子
抜
け
し
て
し
ま
つ
た
。

　

修
一
は
も
の
心
つ
い
て
、
だ
ん
だ
ん
に
妾
の
子
だ
と
勘
付
い
た
の
で

あ
る
。
型
を
押
し
た
や
う
な
父
の
週
末
の
帰
宅
は
、
芦あ

し

屋
で
病
院
を
経

営
す
る
か
た
は
ら
大
阪
の
大
学
病
院
へ
も
出
て
忙
し
い
た
め
だ
と
母
親



四
二

の
言
葉
は
も
つ
と
も
め
い
て
ゐ
た
が
、
も
う
欺
さ
れ
な
か
つ
た
。
西

に
し
の
み
や宮

の
家
か
ら
芦
屋
ま
で
歩
い
て
一
時
間
も
掛
ら
ぬ
の
に
、
つ
い
ぞ
父
の
病

院
を
見
せ
て
貰
つ
た
こ
と
も
な
く
、
お
ま
け
に
父
の
帰
宅
中
は
仔
細
あ

り
げ
な
ひ
そ
ひ
そ
話
、
時
に
は
母
の
泣
声
、
父
の
呶
声
が
聴
か
れ
る
な

ど
思
ひ
合
は
せ
て
見
る
と
、
病
院
は
病
院
で
も
そ
こ
は
本
宅
、
西
宮
の

わ
が
家
は
妾
宅
だ
と
は
つ
き
り
嗅
ぎ
つ
け
た
途
端
、
い
き
な
り
生
理
的

に
不
愉
快
に
な
り
、
つ
い
で
一
生
肩
身
の
狭
い
想
ひ
で
暮
さ
ね
ば
な
ら

な
い
と
し
よ
ん
ぼ
り
気
が
滅
入
つ
た
。

　
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
完
成
原
稿
の
同
じ
部
分
を
あ
げ
て
み
る
と
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

中
学
校
へ
は
ひ
つ
た
年
の
夏
、
修
一
は
何
思
つ
た
の
か
、
楢
雄
を
香

櫓
園
の
海
岸
へ
連
れ
出
し
、
い
き
な
り
、
お
い
、
楢
雄
、
わ
い
ら
は
妾

の
子
や
ぞ
。
思
ひ
掛
け
ず
声
が
か
す
れ
て
、
け
れ
ど
も
そ
れ
は
却
つ
て

凄
く
聞
え
た
筈
だ
つ
た
が
、
楢
雄
は
、
妾
テ
何
や
ね
ん
。
効
果
を
ね
ら

つ
て
わ
ざ
と
黄
昏
ど
き
の
海
岸
を
選
ん
だ
修
一
は
、
そ
ん
な
楢
雄
の
頼

り
無
さ
を
見
て
拍
子
抜
け
し
た
。
―
修
一
は
も
の
心
つ
き
、
だ
ん
だ

ん
に
妾
の
子
だ
と
感
付
い
た
。
型
を
押
し
た
様
な
父
の
週
末
の
帰
宅
は
、

芦あ
し

屋
で
病
院
を
経
営
す
る
か
た
は
ら
、
大
阪
の
大
学
病
院
へ
も
出
て
忙

し
い
た
め
だ
と
、
母
親
の
言
葉
は
も
つ
と
も
ら
し
か
つ
た
が
、
も
う
欺

さ
れ
な
か
つ
た
。
西に

し
の
み
や宮

の
家
か
ら
芦
屋
ま
で
往
復
二
里
の
道
の
り
だ
の

に
、
つ
い
ぞ
父
の
病
院
を
見
せ
て
貰
つ
た
こ
と
も
な
く
、
お
ま
け
に
父

の
帰
宅
中
は
仔
細
あ
り
げ
な
ひ
そ
ひ
そ
話
、
時
に
は
母
の
泣
き
声
、
父

の
呶
声
が
聴
か
れ
る
な
ど
思
ひ
合
は
せ
て
み
る
と
、
病
院
は
病
院
で
も

そ
こ
は
本
宅
、
西
宮
の
わ
が
家
は
妾
宅
だ
と
、
は
つ
き
り
嗅
ぎ
付
け
た

途
端
、
い
き
な
り
生
理
的
な
不
快
さ
が
来
て
、
つ
い
で
、
一
生
肩
身
の

狭
い
想
ひ
で
暮
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
よ
ん
ぼ
り
気
が
滅
入
つ
た
。

　

ほ
ぼ
酷
似
し
て
い
る
が
、
完
成
原
稿
の
方
が
、
や
は
り
歯
切
れ
が
い
い
。

『
新
生
』
版
の
該
当
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

中
学
校
へ
は
い
つ
た
年
の
夏
、
兄
の
修
一
が
な
に
思
つ
た
の
か
楢
雄

を
家
の
近
く
の
香か

う

櫨ろ

園え
ん

の
海
岸
へ
連
れ
出
し
て
、
お
前
も
も
う
中
学
生

だ
か
ら
教
へ
て
や
る
が
と
、
ヂ
ロ
リ
と
楢
雄
の
顔
を
覗
き
込
み
な
が
ら
、

い
き
な
り
、

「
俺
た
ち
は
妾
の
子
や
ぞ
。」

　

と
、
言
つ
た
。
ふ
と
声
が
か
す
れ
、
し
か
し
そ
の
た
め
か
へ
つ
て
凄

ん
で
聴
え
た
筈
だ
が
と
、
修
一
は
思
つ
た
が
、
楢
雄
は
ぼ
そ
ん
と
し
て
、

「
妾
て
何
や
ね
ん
？
」

　

効
果
を
ね
ら
つ
て
、
わ
ざ
と
黄
昏
刻
の
海
岸
を
選
ん
だ
修
一
は
、
す

つ
か
り
拍
子
抜
け
し
て
し
ま
つ
た
。

　

修
一
は
物
心
つ
き
、
次
第
に
勘
付
い
て
ゐ
る
の
だ
。
型
を
押
し
た
や

う
な
父
の
週
末
の
帰
宅
は
、
蘆
屋
で
病
院
を
経
営
す
る
か
た
は
ら
、
大
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阪
の
大
学
病
院
へ
も
出
て
忙
し
い
た
め
だ
と
の
母
親
の
言
葉
は
、
尤
も

ら
し
か
つ
た
が
、
修
一
は
欺
さ
れ
な
か
つ
た
。
香
櫨
園
の
自
宅
か
ら
蘆

屋
ま
で
歩
い
て
一
時
間
も
掛
ら
ぬ
の
に
、
つ
ひ
ぞ
父
の
病
院
と
や
ら
を

見
せ
て
貰
つ
た
こ
と
も
な
く
、
お
ま
け
に
蘆
屋
中
を
調
べ
て
み
て
も
自

分
と
同
じ
村
瀬
の
姓
の
病
院
は
な
い
。
し
か
も
父
の
帰
宅
中
は
仔
細
あ

り
げ
な
ひ
そ
ひ
そ
話
、
時
に
は
母
の
泣
声
、
父
の
呶
声
が
聴
か
れ
る
な

ど
、
思
ひ
合
は
せ
て
み
る
と
蘆
屋
の
方
が
本
宅
で
香
櫨
園
の
わ
が
家
は

妾
宅
だ
と
、
は
つ
き
り
嗅
ぎ
つ
け
た
途
端
、
ま
づ
生
理
的
に
不
愉
快
に

な
り
、
前
途
が
真
つ
暗
に
な
つ
た
や
う
な
気
持
に
悩
ま
さ
れ
た

　

同
じ
よ
う
な
、
状
況
を
描
い
て
い
る
が
、
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
山
吹
色

の
草
稿
は
、『
新
生
』
版
よ
り
も
『
文
藝
』
版
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
枚
も
紹
介
し
よ
う
。

慰
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
そ
ん
な
楢
雄
の
頼
り
な
い
あ
り
さ
ま
を
見
る
と
、
ス
リ
ル

も
な
に
も
あ
つ
た
も
の
で
は
な
く
、
随
分
と
失
望
し
た
が
、
そ
の
た
め

修
一
の
説
明
は
一
層
大
袈
裟
に
な
つ
た
。
い
ろ
い
ろ
聴
か
せ
て
や
つ
た

挙
句
、
妾
に
さ
れ
て
ゐ
る
母
親
を
憐
む
ま
へ
に
先
づ
父
親
を
憎
ま
ね
ば

な
ら
ぬ
と
、
凄
ん
で
駄
目
を
押
す
と
、
さ
す
が
に
い
く
ら
か
納
得
し
た

の
か
、
表
情
が
蒼
白
ん
で
来
た
。
う
な
だ
れ
て
ゐ
る
顔
を
ひ
よ
い
と
覗

く
と
、
眼
鏡
の
奥
が
キ
ラ
リ
と
光
つ
て
、
効
果
は
矢
張
り
覿
面
だ
っ
た
。



四
四

や
が
て
眼
鏡
を
外
し
て
上
衣
の
ポ
ケ
ツ
ト
に
い
れ
、
す
る
す
る
落
ち
る

涙
を
短
い
親
指
の
先
で
こ
す
り
こ
す
り
す
る
の
だ
つ
た
。
自
身
眼
鏡
を

掛
け
ぬ
か
ら
、
修
一
は
そ
ん
な
仕
草
を
見
る
と
さ
す
が
に
不
憫
に
な
つ

て
来
て
、
泣
か
ん
と
け
、
泣
か
ん
と
け
、
泣
く
程
の
こ
つ
ち
や
あ
ら
へ

ん
や
な
い
か
と
胸
を
温
め
て
言
ひ
、
さ
う
し
て
、
妾
の
子
や
言
う
た
か

て
悲
観
せ
ん
で
も
え
え
、
妾
の
子
は
妾
の
子
ら
し
い
生
き
方
も
あ
る
こ

つ
ち
や
。
中
学
三
年
生
の
生
意
気
め
く
口
を
利
い
て
し
き
り
に
慰
め
、

こ
れ
は

　
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
完
成
原
稿
の
同
じ
部
分
を
あ
げ
て
み
る
と
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
ん
な
残
酷
な
期
待
で
心
が
慰
つ
て
ゐ
た
。
―
妾
テ
何
や
ね
ん
。
ぼ

そ
ん
と
し
た
声
で
楢
雄
に
問
は
れ
て
、
ス
リ
ル
も
何
も
あ
つ
た
も
の
で

は
な
く
、
随
分
と
失
望
し
た
が
、
た
め
に
修
一
の
説
明
は
一
層
大
袈
裟

に
な
つ
た
。
い
ろ
い
ろ
聴
か
せ
て
や
つ
た
揚
句
、
妾
に
さ
れ
て
ゐ
る
母

親
を
憐
む
ま
へ
に
先
づ
父
親
を
憎
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、
凄
ん
で
駄
目
を

押
す
と
、
さ
す
が
に
楢
雄
も
い
く
ら
か
納
得
し
た
の
か
、
表
情
が
蒼
白

ん
で
来
た
。
う
な
だ
れ
て
ゐ
る
顔
を
ひ
よ
い
と
覗
く
と
、
眼
鏡
の
奥
に

涙
が
見
え
て
、
効
果
は
や
は
り
覿て

き

面
だ
つ
た
。
や
が
て
眼
鏡
を
外
し
て

ポ
ケ
ツ
ト
に
い
れ
、
す
る
す
る
落
ち
る
涙
を
短
い
親
指
で
こ
す
り
、
こ

す
る
の
だ
つ
た
。
自
身
眼
鏡
を
掛
け
ぬ
修
一
は
そ
ん
な
仕
草
を
見
る
と

さ
す
が
に
不
憫
で
、
泣
か
ん
と
け
、
泣
か
ん
と
け
、
泣
く
ほ
ど
の
こ
つ

ち
や
あ
ら
へ
ん
や
な
い
か
。
胸
を
温
め
て
い
ひ
、
さ
う
し
て
妾
の
子
や

言
う
た
か
て
悲
感
せ
ん
で
も
え
え
、
妾
の
子
は
妾
の
子
ら
し
い
生
き
方

も
あ
る
こ
つ
ち
や
。
中
学
三
年
生
の
生
意
気
め
く
口
を
利
い
て
し
き
り

に
慰
め
、
こ
れ
は
自
分
に
も
い
ひ
聴
か
せ
た
。

　

こ
の
部
分
も
、『
文
藝
』
版
に
、
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ま

た
、
中
之
島
図
書
館
の
草
稿
は
五
・
六
と
頁
が
つ
け
ら
れ
て
あ
り
、
続
き
物
で

あ
る
。『
新
生
』
版
で
は
こ
の
部
分
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
楢
雄
の
そ
ん
な
態
度
は
修
一
を
失
望
さ
せ
た
。
そ
の
た

め
修
一
の
話
は
一
層
誇
張
さ
れ
た
。
さ
す
が
の
楢
雄
も
急
に
顔
色
が
青

白
ん
で
来
た
。
う
な
だ
れ
て
ゐ
る
楢
雄
の
顔
を
ひ
よ
い
と
覗
く
と
、
眼

鏡
の
奥
が
光
つ
て
、
効
果
は
や
は
り
テ
キ
面
だ
つ
た
。
や
が
て
眼
鏡
を

外
し
て
上
衣
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、
す
る
す
る
落
ち
る
涙
を
短
い
指
の

先
で
こ
す
り
、
こ
す
る
の
だ
つ
た
。
ふ
と
修
一
は
不
憫
に
な
つ
て
、

「
泣
く
な
。
妾
の
子
ら
し
う
生
き
て
行
か
う
。」

　

こ
れ
ま
で
記
し
て
き
た
よ
う
に
、
山
吹
色
の
久
楽
堂
製
原
稿
用
紙
に
書
か

れ
た
中
之
島
図
書
館
の
「
六
白
金
星
」
の
草
稿
は
、『
新
生
』
版
よ
り
『
文

藝
』
版
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。『
文
藝
』
版
の
草
稿
だ
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
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四
、
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』「
あ
と
が
き
」
草
稿
の
検
討

　

織
田
作
之
助
生
誕
百
年
記
念
推
進
準
備
委
員
会
が
拝
借
し
た
織
田
禎
子
氏

の
織
田
作
之
助
遺
作
資
料
の
中
に
、
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』「
あ
と
が
き
」
草

稿
が
存
在
し
た
。「
六
白
金
星
」
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
も
の
な
の
で
、
ま

ず
は
あ
げ
て
翻
刻
し
て
み
る
。

　

こ
の
小
説
集
に
収
め
た
六
篇
を
制
作
年
代
順
に
な
ら
べ
て
み
る
と
、

次
の
や
う
に
な
る
。

　
「
雨
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
十
一
月
作

　
「
俗
臭
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
四
年
六
月
作

　
「
放
浪
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
三
月
作

　
「
夫
婦
善
哉
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
四
月
作

　
「
探
し
人
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
五
月
作

　
「
六
白
金
星
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
六
月
作

　

そ
れ
ぞ
れ
大
阪
を
主
題
に
し
た
と
い
ふ
点
で
共
通
し
て
ゐ
る
が
、
そ

の
ほ
か
に
私
が
意
識
し
て
追
求
し
た
ス
タ
イ
ル
、
手
法
が
こ
の
六
篇
に

一
貫
し
て
流
れ
て
お
り
、
い
は
ば
一
つ
の
系
列
を
示
し
て
ゐ
る

　

以
上
が
、
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』（
昭
和
十
五
年
八
月
十
五
日
、
創
元
社
）



四
六

「
あ
と
が
き
」
草
稿
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
か
ら
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」

は
、
昭
和
十
五
年
六
月
に
は
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
、

織
田
作
之
助
は
、
六
月
に
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
を
書
き
、
そ
し
て
、

前
略

「
六
白
金
星
」（
八
十
二
枚
）
本
日
別
便
（
書
留
速
達
）
で
お
送
り
し
ま

し
た
。
八
月
号
に
ご
掲
載
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
。
何
月
号
に
御
掲
載
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
御
一
報
下
さ
れ
ば
安
心
出
来
ま
す
か
ら
。
右
御
願

ひ
し
ま
す
。「
夫
婦
善
哉
」
の
世
界）

5
（

　

と
い
う
書
簡
を
『
文
藝
』
編
集
部
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
草
稿
は
、
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』
が
発
刊
さ
れ
る
、
昭
和
十
五
年
八

月
十
五
日
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
織
田
が

「
六
白
金
星
」
を
昭
和
十
五
年
六
月
に
脱
稿
し
て
ま
も
な
く
記
し
た
草
稿
で
あ

ろ
う
。「
六
白
金
星
」
を
脱
稿
し
て
ま
も
な
く
の
時
は
、
初
版
本
『
夫
婦
善

哉
』
に
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
を
収
録
し
よ
う
と
織
田
は
考
え
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
実
際
の
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』
の
「
あ
と
が
き
」
を
見
て
み
よ
う
。

先
に
あ
げ
た
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』「
あ
と
が
き
」
草
稿
で
は
、
六
作
の
作
品

を
あ
げ
、「
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
を
主
題
に
し
た
と
い
ふ
点
で
共
通
し
て
ゐ
る
が
、

そ
の
ほ
か
に
私
が
意
識
し
て
追
求
し
た
ス
タ
イ
ル
、
手
法
が
こ
の
六
篇
に
一

貫
し
て
流
れ
て
お
り
、
い
は
ば
一
つ
の
系
列
を
示
し
て
ゐ
る
」
と
書
い
て
い

た
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
個
所
を
、
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』

の
「
あ
と
が
き
」
か
ら
抜
き
出
し
て
み
る
。
織
田
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。　

こ
の
単
行
本
に
収
め
ら
れ
た
五
つ
の
作
品
は
何
れ
も
大
阪
を
主
題
に

し
た
小
説
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
五
片
に
は
私
が
意
識
し
て

追
求
し
た
或
る
ス
タ
イ
ル
、
手
法
が
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
と
言
え
ば

言
え
る
か
も
知
れ
ぬ
。
い
わ
ば
こ
れ
ら
の
作
品
は
一
つ
の
ロ
マ
ン
（
物

語
）
形
式
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
が
今
後
ど
の
よ

う
に
、
私
の
作
品
の
上
で
変
化
し
て
行
く
か
は
、
い
ま
に
わ
か
に
予
言

し
が
た
い
が
、
た
と
え
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
行
く
に
し
ろ
、
こ
れ
ら

一
系
列
の
作
品
を
こ
こ
に
集
め
て
み
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
私
の
は
じ
め

て
の
作
品
集
で
あ
る
と
い
う
喜
こ
び
と
は
別
に
、
何
か
そ
こ
は
か
と
な

き
意
義
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

　

草
稿
で
書
か
れ
た
「
大
阪
を
主
題
に
し
た
」
初
期
作
品
に
見
ら
れ
る
「
意

識
し
て
追
求
し
た
ス
タ
イ
ル
、
手
法
」
は
、
具
体
的
に
は
「
ロ
マ
ン
（
物
語
）

形
式
の
上
に
成
り
立
つ
」
一
系
列
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
、
初
版
本
『
夫
婦

善
哉
』
の
「
あ
と
が
き
」
か
ら
判
明
す
る
。
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』
の
「
あ

と
が
き
」
で
は
、
そ
の
「
ロ
マ
ン
（
物
語
）
形
式
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
収

録
し
た
作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
書
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

そ
れ
は
割
愛
す
る
。
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』「
あ
と
が
き
」
草
稿
は
あ
く
ま
で
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下
書
き
で
あ
る
の
で
、
織
田
の
書
き
た
か
っ
た
こ
と
が
ほ
ん
の
一
部
書
か
れ

た
メ
モ
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』
の
「
あ
と
が
き
」
で

は
、
織
田
の
意
図
が
よ
り
明
確
な
も
の
と
し
て
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
六
白
金
星
」
は
『
文
藝
』
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
初
版
本
『
夫
婦

善
哉
』
は
、
次
の
五
作
が
収
録
さ
れ
た
。
初
出
誌
と
と
も
に
あ
げ
て
み
る
。

　
　
「
雨
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
十
一
月
『
海
風
』

　
　
「
俗
臭
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
四
年
九
月
『
海
風
』

　
　
「
放
浪
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
五
月
『
海
風
』

　
　
「
夫
婦
善
哉
」　　

　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
四
月
『
海
風
』

　
　
「
探
し
人
」　　

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
五
月
『
週
刊
朝
日
』

　

つ
ま
り
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
は
、
昭
和
十
五
年
六
月
に
書
き
終
わ

り
、
発
行
ま
で
の
ほ
ん
の
一
、
二
か
月
く
ら
い
の
間
に
、
掲
載
を
見
送
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』「
あ
と
が
き
」
草
稿
で
、
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、「
六
白
金
星
」
は
、
実
際
に
収
録
さ
れ
た

「
雨
」「
俗
臭
」「
放
浪
」「
夫
婦
善
哉
」「
探
し
人
」
ら
五
作
と
と
も
に
、
大
阪

を
主
題
に
し
た
「
意
識
し
て
追
求
し
た
ス
タ
イ
ル
、
手
法
」
を
駆
使
し
た
「
ロ

マ
ン
（
物
語
）
形
式
」
的
作
品
で
あ
る
と
、
織
田
が
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

ほ
ん
の
少
し
の
間
に
掲
載
を
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
織
田
に
と
っ

て
は
、
処
女
創
作
集
に
収
録
す
る
べ
き
大
切
な
作
品
で
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

な
お
、「
六
白
金
星
」
を
掲
載
し
な
く
て
も
、
こ
の
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』

は
、
警
保
局
図
書
課
か
ら
、『
夫
婦
善
哉
』
の
う
ち
の
、「
九
五
頁
（
放
浪
）、

一
六
七
、
一
七
〇
、
一
八
一
、
一
九
四
頁
（
雨
）
ハ
露
骨
ナ
性
欲
描
写
ノ
記

事
ナ
リ
ヨ
ツ
テ
削
除）
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」
と
削
除
処
分
を
受
け
た
。
正
確
な
処
分
の
日
付
け
は
、

昭
和
十
五
年
八
月
十
七
日
で
あ
る
。

五
、 

織
田
作
之
助
「
六
白
金
星
」
原
題

　
「
蝸
牛
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
込
め
た
意
味

　

さ
て
、
何
故
「
六
白
金
星
」
は
、
も
と
は
「
蝸
牛
」
と
い
う
題
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　

織
田
作
之
助
に
「
大
阪
の
女
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
が
あ
る
。
こ
の
エ
ッ
セ

イ
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
に
明
光
堂
書
店
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
大
阪
の
顔
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
織
田
は
、
こ
の
「
大
阪
の
女
」
で
、
夫
婦
の
こ
と
を

表
す
「
い
か
け
」
と
い
う
大
阪
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
を
「
知
っ
て
い
る
人
は
、

す
く
な
い
と
思
う
」
と
言
い
、
そ
の
「
い
か
け
」
と
い
う
言
葉
は
次
の
よ
う

な
こ
と
が
由
来
だ
と
述
べ
る
。「
明
治
の
頃
、
大
阪
の
町
町
を
、
夫
婦
づ
れ
の

鋳
掛
け
屋
が
共
に
働
き
、『
い
か
け
ェ
！
い
か
け
ェ
』、
と
夫
婦
声
を
合
わ
せ

て
呼
び
な
が
ら
練
り
あ
る
き
、
評
判
に
な
っ
た
。
以
後
夫
婦
の
こ
と
を
『
い

か
け
』
と
称
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
続
け
て
織
田
は
、

こ
の
「
大
阪
の
女
」
の
中
で
「
一
時
、
夫
婦
共
稼
ぎ
を
ま
る
で
新
し
い
女
性

の
倫
理
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
時
代
が
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
は
大
阪
の
女
性

が
古
く
か
ら
も
っ
て
い
る
倫
理
で
あ
る
。
お
望
み
な
ら
言
お
う
、
伝
統
で
あ



四
八

る
」
と
大
阪
の
女
性
の
特
質
と
伝
統
に
つ
い
て
書
い
て
い
く
。
織
田
は
、
大

阪
の
女
性
は
、
享
楽
を
求
め
て
夫
婦
共
稼
ぎ
を
す
る
の
で
は
な
く
、「
苦
労
を

楽
し
む
為
に
お
嫁
に
行
く
」
の
で
、
そ
れ
は
、「
近
松
以
後
の
大
阪
の
女
性
が

持
っ
て
い
る
最
も
あ
え
か
に
美
し
い
倫
理
」
な
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
つ
ま

り
大
阪
の
女
性
は
「
自
ら
を
犠
牲
に
す
る
」
と
い
う
美
徳
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
阪
の
女
性
は
、
控
え
目
で
、
自
己
犠
牲

を
し
て
支
え
、「
い
わ
ば
蝸
牛
の
よ
う
に
伝
統
の
殻
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

る
」
と
織
田
は
言
う
。
大
阪
の
女
性
を
「
蝸
牛
」
と
織
田
が
形
容
し
て
い
る

こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
織
田
は
「
蝸
牛
の
美
」
は
伝
統
に
閉

じ
こ
も
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
性
質
も
持
っ
て
い
る
と
言

及
す
る
。

こ
の
可
憐
な
蝸
牛
の
美
は
、
そ
の
鋭
角
な
触
覚
を
も
っ
て
、
実
に
柔
軟

に
外
界
に
適
応
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
時
代
へ
の
適
応
性

に
富
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
適
応
性
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、
不
和

雷
同
性
、
即
ち
知
性
の
欠
如
か
ら
来
た
模
倣
と
い
う
風
に
、
早
ま
っ
て

考
え
ら
れ
易
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
大
阪
女
が
適
応
性
と
同
時
に

独
創
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
塩
昆
布
の
よ
う
な
食
物
を
工
夫
し
た

と
い
う
点
か
ら
も
う
な
ず
か
れ
る
、
と
言
っ
て
は
余
り
に
こ
じ
つ
け
だ

ろ
う
か
。

　

す
な
わ
ち
、
大
阪
の
女
性
の
特
質
で
あ
る
「
蝸
牛
の
美
」
と
は
、
伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
、
時
代
に
適
応
し
、
独
創
性
も
発
揮
す
る
と
い
う
も
の
だ
と

織
田
は
言
う
の
だ
。
ま
た
、
織
田
は
、
独
立
資
本
の
な
い
勲
の
未
亡
人
た
ち

が
、
共
同
出
資
の
株
式
組
織
で
勲
洋
裁
店
を
開
業
し
て
遺
児
を
養
い
、「
利
益

を
公
平
に
分
配
し
つ
つ
、
新
し
い
独
立
に
そ
な
え
る
た
め
に
そ
の
一
部
を
積

立
て
る
と
い
う
新
し
い
方
法
」
を
生
み
出
し
た
点
を
褒
め
称
え
、
次
の
よ
う

に
記
す
。

こ
う
し
た
前
人
未
踏
の
生
活
様
式
の
中
へ
、
女
の
、
物
お
じ
せ
ず
、
恥

ず
か
し
が
ら
ず
に
飛
び
込
ん
で
い
く
と
こ
ろ
に
、
私
は
大
阪
女
の
も
つ

逞
し
い
生
活
力
へ
の
自
信
が
あ
る
と
思
う
。
彼
女
た
ち
は
絶
望
し
な
い

の
だ
。
執
拗
に
生
き
抜
い
て
行
こ
う
と
い
う
勁
さ
が
あ
る
の
だ
。
困
難

に
出
く
わ
し
て
も
、
そ
れ
で
負
け
て
し
ま
わ
ず
、
適
応
性
と
独
創
性
を

利
用
し
て
、
新
し
い
体
制
の
中
へ
勇
敢
に
飛
び
込
ん
で
行
け
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
憂
鬱
で
な
い
。
深
刻
で
な
い
。
愚
痴
っ
ぽ
く
言
挙
げ
し

た
り
し
な
い
。
黙
黙
と
こ
と
を
行
っ
て
、
朗
か
で
あ
る
。

　

こ
の
大
阪
女
の
勁
さ
を
か
つ
て
人
び
と
は
え
げ
つ
な
い
、
と
顔
負
け

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
え
げ
つ
な
さ
」
の
中
に
か
く
さ
れ
た
美
を
、

や
や
も
す
れ
ば
、
見
失
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
お
望
み
な
ら
ば
言
お
う
、

こ
の
勁
さ
の
中
に
あ
る
美
こ
そ
、
大
阪
女
の
永
遠
に
美
し
い
美
と
し
て
、

今
日
再
び
発
見
さ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
時
代
に
適
応
し
、
独
創
性
も
発
揮
す
る
「
蝸
牛
の
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美
」
を
「
大
阪
女
の
永
遠
に
美
し
い
美
と
し
て
、
今
日
再
び
発
見
さ
る
べ
き

も
の
」
と
織
田
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
大
阪
の
女
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
は
、

戦
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
、
戦
時
下
の
困
難
な
時
代
に
、
大
阪

の
女
性
の
持
つ
「
蝸
牛
の
美
」
が
日
本
を
支
え
る
底
力
と
な
る
と
考
え
、「
今

日
再
び
発
見
さ
る
べ
き
」
と
書
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
る
と
、「
六

白
金
星
」
の
最
初
の
タ
イ
ト
ル
「
蝸
牛
」
と
い
う
題
は
、
大
阪
の
女
性
を
中

心
に
書
こ
う
と
し
た
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
作
品
「
蝸
牛
」
は
、
織
田
の
言
う
「
蝸
牛
の
美
」
を
浮
き
彫
り
に
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、「
六
白
金
星
」
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。『
新
生
』
版
「
六
白
金

星
」
の
後
半
は
、
楢
雄
が
医
者
に
な
り
、
伝
染
病
院
に
勤
務
し
た
り
、
京
阪

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
お
菓
子
売
り
場
で
駄
菓
子
の
売
り
子
を
し
て
い
る
器
量
の
余

り
良
く
な
い
雪
江
と
同
棲
を
す
る
場
面
が
書
か
れ
る
。
雪
江
は
、
博
打
や
酒

に
入
り
浸
っ
て
い
る
錻
力
職
人
の
父
に
飛
田
の
遊
郭
へ
売
ら
れ
そ
う
に
な
り
、

そ
れ
に
抵
抗
し
て
家
を
出
て
、
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
働
い
て
い
た
。
そ
ん
な

ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
、
雪
江
の
月
給
の
半
分
は
父
に
送

っ
て
い
る
こ
と
を
楢
雄
に
打
ち
明
け
た
。
楢
雄
は
、
雪
江
の
正
直
な
と
こ
ろ

に
惹
か
れ
、
恋
仲
に
な
り
、
た
ち
ま
ち
同
棲
す
る
。
身
な
り
も
ボ
ロ
ボ
ロ
で

医
者
ら
し
く
も
な
い
楢
雄
は
、
医
局
で
も
変
人
扱
い
さ
れ
る
。
そ
ん
な
楢
雄

を
心
配
し
た
母
寿
枝
は
、
楢
雄
の
居
所
を
捜
し
て
追
い
か
け
た
。
母
は
楢
雄

の
い
な
い
間
に
、
ど
う
か
楢
雄
と
別
れ
て
く
れ
と
雪
江
に
頼
む
。
母
の
涙
を

見
た
雪
江
は
、
楢
雄
と
別
れ
る
と
寿
枝
と
約
束
す
る
。
帰
宅
し
た
楢
雄
は
、

「
莫
迦
野
郎
！　

俺
に
黙
つ
て
そ
ん
な
約
束
を
す
る
奴
が
あ
る
か
。」
と
呶
鳴

り
つ
け
て
、

「
運
勢
早
見
書
」
の
六
白
金
星
の
く
だ
り
を
見
せ
、

「
俺
は
一
端
か
う
と
思
ひ
込
ん
だ
ら
、
ど
こ
ま
で
も
や
り
通
す
男
や
ぞ
。

別
れ
る
も
の
か
。
お
前
も
覚
悟
せ
え
。」

　

と
言
い
、
翌
日
、
引
っ
越
し
し
、
移
転
先
は
病
院
へ
も
秘
密
に
し
、
そ
し

て
「
俺
ハ
考
ヘ
ル
所
ガ
ア
ツ
テ
好
キ
勝
手
ナ
生
活
ヲ
ス
ル
。
干
渉
ス
ル
ナ
。

居
所
ヲ
調
ベ
ル
ト
承
知
セ
ン
ゾ
。」
と
い
ふ
葉
書
を
母
と
兄
宛
に
書
き
送
る
の

で
あ
っ
た
。
一
度
決
め
た
ら
最
後
ま
で
信
念
を
曲
げ
ず
に
や
り
通
す
楢
雄
の

強
い
根
性
が
伝
わ
る
描
写
で
あ
る
。

　
「
六
白
金
星
」
は
、
こ
の
よ
う
に
、
若
い
頃
は
周
囲
と
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
が

損
得
勘
定
を
持
た
ず
、
純
粋
で
一
本
気
の
「
六
白
金
星
」
生
ま
れ
の
楢
雄
が

徐
々
に
出
世
し
て
い
く
作
品
で
あ
る
。
楢
雄
は
、
自
分
と
同
じ
名
棋
士
が
「
六

白
金
星
」
の
星
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
将
棋
に
の
め
り
込
み
、
最
後

は
、
一
度
も
勝
て
な
か
っ
た
兄
修
一
に
将
棋
の
勝
負
に
挑
む
。『
新
生
』
版
の

最
後
の
場
面
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

盤
の
前
に
坐
る
と
、
楢
雄
は
、

「
俺
は
電
話
が
掛
つ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
毎
晩
寝
ず
に
定
跡
の
研
究
を
し

て
た
ん
や
ぞ
、
あ
ん
た
と
は
意
気
込
み
が
違
ふ
ん
だ
。」
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と
言
ひ
、
そ
し
て
い
き
な
り
、
こ
れ
を
見
て
く
れ
、
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
上
へ
下
駄
を
脱
い
だ
。
見
れ
ば
、
そ
の
下
駄
は
将
棋
の
駒
の
形
に

削
つ
て
あ
り
、
表
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
角
」
と
「
龍
」
の
駒
の
字
が
彫
り

つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
。

　

修
一
は
あ
つ
と
声
を
の
ん
で
、
暫
ら
く
楢
雄
の
顔
を
見
つ
め
て
ゐ
た

が
、
や
が
て
こ
の
男
に
は
も
う
何
を
言
つ
て
も
無
駄
だ
と
諦
め
な
が
ら
、

さ
ア
来
い
と
駒
を
並
べ
は
じ
め
た
。

　

織
田
は
結
末
を
記
さ
な
い
が
、
読
者
は
、
大
器
晩
成
型
の
「
六
白
金
星
」

の
楢
雄
は
、
い
よ
い
よ
修
一
に
勝
つ
の
で
は
と
い
う
期
待
を
抱
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
新
生
』
版
「
六
白
金
星
」
は
、「
蝸
牛
」
と
は
異
な
り
、
あ

く
ま
で
楢
雄
が
主
人
公
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
も
、

タ
イ
ト
ル
が
「
六
白
金
星
」
で
あ
る
以
上
、
楢
雄
が
主
人
公
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
現
在
残
っ
て
い
る
『
文
藝
』
版
の
原
稿
は
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
三
十
六
枚
で
、
字
数
に
し
て
、
十
四
万
四
千
字
程
度
で
あ
る
。
前
半
部
分

の
み
で
、
後
半
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
、
織
田
が
記
し
た
葉
書
に
よ
る
と
「
六

白
金
星
」（
八
十
二
枚

）
7
（

）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
は
単
純
計
算
で
三
十

二
万
八
百
字
と
な
る
。
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
雑
誌
『
新
生
』
版
の
「
六
白
金

星
」
は
、
字
数
を
数
え
る
と
約
二
十
一
万
字
程
度
で
、
お
よ
そ
、『
文
藝
』
版

の
三
分
の
二
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
文
藝
』
版
の
原
稿
は
『
新
生
』
版
よ

り
、
長
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
『
文
藝
』
版
草
稿
断
簡
は
、
前
半
部
分
な
の
で
、
雪
江

は
登
場
し
て
い
な
い
。
ま
た
、『
文
藝
』
版
の
原
稿
も
前
半
部
分
し
か
な
い
た

め
、
後
半
に
確
実
に
雪
江
が
登
場
す
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
手
立
て
は
、

現
段
階
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
も
う
一
度
、
織
田
が
雑
誌
『
文
藝
』

に
宛
て
て
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
葉
書
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
こ
に

は
、
織
田
は
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
に
つ
い
て
「
夫
婦
善
哉
の
世
界）

8
（

」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。「
夫
婦
善
哉
」
は
、

周
知
の
と
お
り
、
昭
和
十
五
年
七
月
に
、
改
造
社
第
一
回
文
藝
推
薦
賞
を
受

賞
し
た
作
品
で
、
織
田
の
出
世
作
と
な
っ
た
大
阪
を
舞
台
に
し
た
作
品
で
あ

る
。「
夫
婦
善
哉
」
は
、
道
楽
放
蕩
の
柳
吉
を
一
人
前
の
男
に
し
て
や
ろ
う

と
、
年
下
の
蝶
子
が
自
分
を
犠
牲
に
し
て
支
え
、
柳
吉
が
病
気
に
な
っ
て
も

献
身
的
に
看
病
す
る
。
出
し
ゃ
ば
ら
ず
、
辛
い
こ
と
に
も
負
け
ず
、
一
生
懸

命
尽
く
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
蝶
子
は
、
時
代
に
合
っ
た
商
売

を
し
、
徐
々
に
成
功
し
て
い
く
。
ま
さ
に
、
織
田
の
言
う
「
蝸
牛
の
美
」
を

備
え
た
女
性
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
「
夫
婦
善
哉
」
で
は
、
成
功
す
る
の
は

蝶
子
で
あ
り
、
柳
吉
は
そ
れ
に
便
乗
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、

二
人
の
成
功
と
言
う
よ
り
、
蝶
子
の
芯
の
強
さ
や
柳
吉
を
支
え
る
姿
に
主
眼

が
お
か
れ
て
い
る
。

　
「
六
白
金
星
」
に
戻
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
文
藝
』
版
の
「
六
白

金
星
」
原
稿
は
、
後
半
が
存
在
し
な
い
た
め
、
雪
江
が
登
場
す
る
か
ど
う
か

定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
雪
江
が
登
場
し
、
楢
雄
を
支
え
、
そ
し
て
、

大
器
晩
成
し
て
い
く
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
、
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一

織
田
が
「
夫
婦
善
哉
の
世
界
」
と
書
簡
に
記
し
た
意
味
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

『
文
藝
』
版
の
原
稿
は
、
全
編
で
は
『
新
生
』
版
「
六
白
金
星
」
よ
り
は
長
い

た
め
、
雪
江
が
楢
雄
に
と
っ
て
重
要
な
女
性
で
あ
る
点
も
、『
新
生
』
版
よ
り

は
、
よ
り
細
や
か
に
描
写
で
き
る
だ
ろ
う
。『
新
生
』
版
で
も
、
雪
江
に
よ
っ

て
心
が
救
わ
れ
、
楢
雄
が
強
く
な
っ
て
く
る
部
分
は
あ
る
が
、『
文
藝
』
版
の

原
稿
で
は
、『
新
生
』
版
よ
り
も
楢
雄
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
雪
江
が

活
写
さ
れ
、
楢
雄
の
良
さ
を
引
き
出
す
よ
う
に
描
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、『
文
藝
』
版
の
原
稿
は
、「
夫
婦
善
哉
」
の
路
線
を
幾
分
か
継
承
し

つ
つ
も
、
雪
江
い
う
大
阪
女
が
い
る
た
め
に
、
鈍
才
で
、
早
発
性
痴
呆
症
気

味
で
、
周
囲
と
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
が
、
だ
ん
だ
ん
と
強
く
な
っ
て
出
世
し
て

い
く
楢
雄
を
主
人
公
と
し
て
描
き
、「
六
白
金
星
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
織
田
が
「
夫
婦
善
哉
の

世
界
」
と
書
簡
に
記
し
た
こ
と
が
生
き
て
く
る
。

　

最
後
に
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」
の
も
と
の
タ
イ
ト
ル
は
「
蝸
牛
」
だ

っ
た
点
を
考
え
て
み
よ
う
。「
六
白
金
星
」
の
主
要
登
場
人
物
の
女
性
は
寿
枝

と
雪
江
で
あ
る
。
寿
枝
は
、
父
圭
介
の
財
産
の
一
部
を
父
が
死
ぬ
前
に
す
で

に
自
分
用
と
し
て
と
っ
て
お
い
た
り
、
世
間
体
を
気
に
し
た
り
と
、
俗
っ
ぽ

く
打
算
的
な
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
雪
江
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
純
粋
無
垢
で
、
正
直
な
女
性
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、「
蝸
牛
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
草
稿
で
は
、
雪
江
を
中
心
と
し
た
大
阪
の
女
の
「
蝸
牛
の

美
」
を
書
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
草
稿
「
蝸

牛
」
は
女
性
が
主
人
公
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
進

ま
な
く
な
り
、
ま
た
、
女
の
自
己
犠
牲
や
独
創
性
を
描
く
「
蝸
牛
の
美
」
だ

け
で
は
、
直
前
に
書
い
た
「
夫
婦
善
哉
」
の
テ
ー
マ
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
て

し
ま
い
、
面
白
く
な
い
た
め
、
今
度
は
、
女
性
の
「
蝸
牛
の
美
」
を
浮
き
彫

り
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
大
阪
女
の
出
会
い
と
賢
明
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ

っ
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
男
が
成
功
す
る
姿
を
描
こ
う
と
考
え
、「
六
白
金

星
」
と
タ
イ
ト
ル
も
変
更
し
、
楢
雄
を
主
人
公
と
し
て
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

楢
雄
は
、
雪
江
の
自
己
犠
牲
の
美
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
に
強
く
は

な
れ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
だ
が
、
戦
前
に
は
検
閲
で
発
表
さ
せ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
の
雑
誌
『
新
生
』
で
も
、
長
さ
は
短
い
な
が
ら

も
、
雪
江
の
良
さ
や
、
楢
雄
が
雪
江
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き

な
立
派
な
男
に
な
っ
て
い
く
姿
を
描
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、「
六
白
金
星
」『
文
藝
』
版
草
稿
断
簡
の
検
討
を
中
心
と
し
て
、

「
六
白
金
星
」
の
執
筆
に
関
す
る
考
察
を
し
て
き
た
。
今
回
わ
か
っ
た
最
も
重

要
な
点
は
、「
六
白
金
星
」
の
元
の
タ
イ
ト
ル
は
「
蝸
牛
」
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
初
版
本
『
夫
婦
善
哉
』
に
、「
六
白
金
星
」
を
収
載

し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
織
田
自
身
も
「
六
白
金
星
」
の
星

の
生
ま
れ
で
あ
り
、
こ
の
作
品
に
は
、
相
当
な
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
少
な
い
資
料
の
中
か
ら
、『
文
藝
』
版
「
六
白
金
星
」

の
後
半
の
内
容
や
、
織
田
が
、
も
と
も
と
は
、「
六
白
金
星
」
を
「
蝸
牛
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
て
い
た
理
由
に
つ
い
て
、
推
察
し
て
き
た
。
織
田
禎
子
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氏
所
蔵
の
草
稿
断
簡
の
中
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
以
外
に
あ
と
二
枚
二
百
字

詰
の
山
吹
色
原
稿
用
紙
の
、「
六
白
金
星
」
の
草
稿
ら
し
き
も
の
も
あ
っ
た

が
、
確
証
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
の
考
察
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
も
付

言
し
て
お
く
。

　

現
在
、『
文
藝
』
版
の
原
稿
の
後
半
は
、
行
方
し
れ
ず
で
あ
る
が
、
ど
ん
な

内
容
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
新
生
』
版
と
異
な
る
部
分
も
多
い
こ
と
か
ら
、

本
稿
が
推
察
の
域
を
脱
し
え
な
い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
実
際
に
後
半
を
見

て
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。『
文
藝
』
版
の
原
稿
の
後
半
の
出
現
を
期

待
し
た
い
。

　

本
稿
は
、
織
田
作
之
助
生
誕
百
年
記
念
推
進
準
備
委
員
会
な
ら
び
に
織
田
禎
子
氏
の

ご
協
力
の
上
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆
様
に
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注（
1
）  

織
田
作
之
助
「
あ
と
が
き
」（『
六
白
金
星
』
昭
和
二
十
一
年
九
月
三
十
日
、
三

島
書
房
）

（
2
）  

上
林
暁
「
編
集
者
今
昔
」（『
書
評
』
昭
和
二
十
三
年
七
月
一
日
、
第
三
巻
第
七

号
）

（
3
）  

『
織
田
作
之
助　

田
中
英
光　

坂
口
安
吾　

三
人
展
』（
奥
付
発
行
年
月
日
な

し
、
大
阪
巧
芸
社
製
作
）
会
期
昭
和
四
十
四
年
一
月
十
四
日
〜
二
十
六
日

（
4
）  

例
え
ば
、「
織
田
作
之
助
の
未
発
表
原
稿
、
東
京
の
書
店
で
見
つ
か
る
」（『
読
売

新
聞
』
平
成
二
十
年
二
月
五
日
夕
刊
）
や
、「
織
田
作
之
助
：
も
う
一
つ
の
『
六
白

金
星
』
…
未
発
表
作
発
見　

一
九
四
二
年
、
検
閲
で
掲
載
不
許
可
に
」（『
毎
日
新

聞
』
平
成
二
十
年
一
月
二
十
五
日
）
な
ど
と
報
道
さ
れ
、
話
題
を
よ
ん
だ
。
こ
こ

で
、『
毎
日
新
聞
』
は
、「
四
二
年
に
検
閲
に
よ
り
掲
載
不
許
可
に
な
っ
た
原
稿
と

み
ら
れ
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
が
、
一
九
四
〇
年
の
間
違
い
で
あ
る
。

（
5
）  

中
之
島
図
書
館
『
織
田
文
庫
』
で
は
、
発
行
年
月
日
、
宛
先
不
明

（
6
）  

警
保
局
『
出
版
警
察
法
』
昭
和
十
五
年
五
・
六
月
号
、
第
一
二
八
号
（
昭
和
五
十

七
年
三
月
三
十
日
、
不
二
出
版
）

（
7
）  

同
右

（
8
）  

同
右



織
田
作
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助
「
六
白
金
星
」
の
執
筆
に
関
す
る
考
察

五
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A study of the writing of Oda Sakunosuke’s 
“Rikuhaku kinsei”

̶Focusing on the analysis of fragments of 
a draft manuscript of the Bungei version

MASUDA Chikako

 There are two versions of Oda Sakunosuke’s short story “Rikuhaku kinsei”
（六白金星）: one intended for the journal Bungei in 1940, the other published 
after the war in the journal Shinsei in 1946. The Bungei version could not be 
published because of wartime censorship. But in September 2013, the unpub-
lished manuscript of an afterword to the fi rst edition of Oda Sakunosuke’s 
Meoto zenzai, a collection of short fi ction published in 1940, was discovered 
among materials in the possession of Oda Teiko. This manuscript confi rms 
that the author had originally intended to include “Rikuhaku kinsei” in this 
collection̶an indication of the importance he assigned to this work. Four 
pages of “Rikuhaku kinsei” draft manuscript fragments were also part of this 
September 2013 discovery ̶ all of them from a draft manuscript of the 1940 
Bungei version of the story. A comparative reading of the newly discovered 
fragments was conducted against about the fi rst half of the Bungei-version 
“Rikuhaku kinsei” manuscript, now in the possession of Kansai University. 
The initial title for the Bungei version of “Rikuhaku kinsei” was 
“Katatsumuri” （The Snail）. Why? This paper, while introducing these valu-
able draft manuscript fragments for the Bungei version of “Rikuhaku kinsei,” 
uses this new materials to explore the riddles surrounding the origins of 
“Rikuhaku kinsei.”


